高性能鋼小委員会

H20年4月16日　織田
設計法WG活動計画（案）
· 目標

· 事例や知見の収集

· 試設計例の作成

· 設計ガイドライン案の作成

· 設計におけるBHSの有効な活用
· 高強度を有効利用すること

高じん性と高品質を耐震や疲労に利用する場面は今のところ少ないと思われる．

高じん性と高品質は高強度の信頼性を高める役割として考える．

· 高強度が有効な構造は，長支間橋梁，ハイブリッド桁

· 長支間橋梁の形式として，連続合成桁･････コンパクト断面の適用
· 他の活用方法があれば対象に追加．

· 活動計画

· 事例や知見の収集

創プロのときに集めた資料を整理

創プロ以後（2003年以降）の事例（インターネット）と論文を収集

· 試設計例の作成

創プロでプレートガーダーは設計済み･････コンパクト断面の検討を追加（従来は鋼強度鋼ではコンパクト断面の適用不可．コンパクト断面の適用は座屈補剛と降伏後の伸び性能によると思われる）
トラス橋の試設計･････2次応力低減のため断面を小さくする必要があり高強度鋼に適性

· 設計ガイドライン案の作成

部分安全係数法のフォーマット
ハイブリッド桁，コンパクト断面の適用を含む（すぐに実用に使えないが，今後の方向として示せばよい）

